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Reconsideration of ‘Sleeping with my Head Westward’: 







This is my third paper concerning Soseki NATSUME’s Kokoro (1914), in which K committed suicide and 
then Sensei decided to do so, too. My first essay on this topic (Yamauchi 1999) answers the question why K and 
Sensei committed suicide from the viewpoint of the relationship between Japanese ethics and social and 
information studies. The second one (Yamauchi 2004) mainly discusses more deeply how and why K killed 
himself, and concludes that K did so as a martyr to the Pure Land of Amitabha Buddha, which was the worship 
to which his family had been faithful. In this essay, we will consider why Sensei slept with his head westward at 
the night when K killed himself and argue that it is related to some Rakugo, traditional Japanese comic stories, 





























































































































































 最後のサゲの部分は、例えば『落語名作 200席 上』(8)では、もう少し詳細に次のように記述されて
いる。 
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と云う寄席へ」上がり、そこで「小さんという落語家




































































































『死神』の収録は 1998年 8月 24日。
(7) 立川志の輔 選・監修 PHP研究所 編『古典落語
100席』PHP文庫（1997年第１版）。38〜39頁。
(8) 京須偕充『落語名作 200席 上』角川文庫（2014年初版）。340〜341頁。








































(25) 水川隆夫『[増補] 漱石と落語』平凡社ライブラリ （ー2000年初版）。以下の引用頁数は、225、227、
228、234、255、234。
(26) 注(7)の 118〜119頁。
(27) CDつきマガジン『落語 昭和の名人 決定版５ 古今亭志ん朝 弐』（小学館、2009年）所収の『厩
火事』は、細やかな工夫が加えられていて名演と感じた。収録は昭和 57年 10月 25日。また「鑑賞ガ
イド」の記事には「サゲの亭主の言葉も照れ隠しで、女房のことを何より心配しているのである」と
ある。それではサゲにならないと考えられるが、志ん朝の口演はそう感じられなくもないもののよう
にも感じられる。また「『厩火事』は八代目桂文楽の代表作。若き日に三代目柳家
やなぎや
小
こ
さんから稽古
け い こ
を
受け、それを磨きに磨いた」との解説も付されている。なお『行人』については、佐藤正英『隠遁の
思想』（ちくま学芸文庫）の序章に卓抜な『行人』論が収められている。関連させて再考する機会を
持つことができたならば幸いである。
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